
 

 

 

 

 

 

暑さに負けず、みんなで楽しみました 
6月１７日（土）・１８日（日）に、胎内市の新潟県少年自然の家を会場にして、第１回はつら

つ体験塾フレンドリーキャンプが行われました。小・中学生２１人、学生ボランティア１０人が参

加したキャンプの様子をお知らせします。 

６月１７日（土） 
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出会いのレクリエーションでは、じゃんけんをアレンジした「算ケンホイ」を行いました。ペア

を作って『算ケンホイ』の掛け声でグー、チョキ、パーのいずれかを出します。出た指の数を足し

て、先に答えた人の勝ちというゲームです。慣れてきたら、出す指の数をグー（０）からパー（５）

までに増やし、足していきました。最初はなかなか足した数を言えなかった子どもも、何度も繰り

返すことですぐに言えるようになりました。大変盛り上がりました。 

次に、じゃんけんをして負けた人は勝った人の名前を受け継ぐ「一族ゲーム」をしました。楽し

く活動することで、他の子どもとの仲間意識を高めました。 

 
 ベッドメイキングの後は、みんなが楽しみにしていた野外炊さんをしました。みんなでおいしい

カレー作りをしました。 

調理係とかま場係に分かれて、作業をしました。調理係は、分担して米を研いだり、野菜の皮を

むいて切り、鍋に入れたりしました。かま場係はかま場に松葉や薪を準備し、火をつけました。そ

の後、火の番をして、お米を炊いたり野菜を煮たりしてカレーを作りました。どちらの作業も学生

ボランティアさんと協力しながら、手際よく進めていくことができました。 

どの班のカレーもおいしくできたようで、あちらこちらから「おいしい～♡」「もっと食べた～

い！」の声が聞こえてきました。大成功の野外炊さんになりました。 

 

はつらつ体験塾 通信 
令和５年度 第１回フレンドリーキャンプ号  令和５年６月２９日 

新潟県少年自然の家 



 夕食後に行った「ナイトハイク」では、活動班の友達と協力して、薄暗くなった赤松の

林の中を地図を頼りに進みました。迷ってしまった班もいましたが、勇気を出して進んで

いくと、最後にお札をゲット。みんなの勇気と班の友達との結束力が高まりました。 

 
 

6月１８日（日） 
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２日目には、みんなで釣りを体験し、釣った魚を塩焼きにして食べました。 

「大きな魚が釣れるかな？」「焼いた魚はおいしいの？」と、それぞれがドキドキの中でバスに

乗り込み、胎内フィッシングパークへ向けて出発しました。 

 到着後は、施設の人から魚釣りの流れや注意点を教えてもらいました。その後、班ごとに釣り竿

をもらうと、それぞれが魚を釣れそうなポイントに移動して、釣りを始めました。はじめはなかな

かうまく釣ることができず、餌ばかり取られていた子も、しばらくすると大きな魚を釣り上げてい

ました。結果的には、子どもたち全員が無事に魚を釣ることができました。 

 
 釣った魚は施設の人からさばいてもらい、焼き方を教えてもらった後は、自分で最後まで焼きま

した。焼き上がりまで少し時間がかかりましたが、友達や学生ボランティアと何度も何度も様子を

見ながら、丁寧に焼き上げました。焼きあがった魚を食べると…、とてもおいしくてみんな笑顔に

なりました。魚が苦手な子もいましたが、残すことなくおいしく食べていました。自分で釣った魚

の味は、とても格別だったようです♡ 

 
梅雨の晴れ間のとても暑い二日間でしたが、その暑さに負けず、子どもたちの熱気あふれる楽し

いキャンプとなりました。学生ボランティアの皆さん、保護者の皆様のご協力があり、今回のはつ

らつ体験塾も大成功を収めることができました。ありがとうございました。 

  はつらつ体験塾担当：星野貴之・天木享 


